
 

令和６年度入学 前期入学試験問題 農業と環境          

※答えはすべて解答用紙に記入しなさい。  

 

（その１） 

Ⅰ 乳牛に関する１～３の問いに答えなさい。  

１ 文中の（１）～（10）にあてはまるものを下記語群から選びその記号を書きなさい。 

 

  乳牛は１日に 20～30 ㎏の飼料を食べ、（ １ ）L 程度の水を飲み、（ ２ ）㎏以

上の牛乳を生産する。１日の排ふん量は約（ ３ ）㎏にもなる。乳牛の平均体温は

（ ４ ）℃である。乳牛の飼料にはトウモロコシなどを主体とした（ ５ ）飼料、

アルファルファの乾草やコーンサイレージなどを主体とした（ ６ ）飼料が広く利

用されている。①近年、世界的に飼料の価格が高騰しておりその大部分を（ ７ ）

に頼っている日本では大きな問題となっている。搾乳は１日２回、（ ８ ）時間間隔

で行うのが一般的である。②ミルカを用いた搾乳の手順としては始めに前搾りを行う。

搾乳した生乳はパイプラインを通って（ ９ ）に送られ（ 10 ）℃以下に冷却し

て保存される。その後集乳車によって乳業工場に輸送される。  

A ０     B ５    C ８   D １２    E ３０   F ５０   

G ６０    H ７０   I ９０  J ビオトープ K バルククーラ  

L ポリバケツ  M 燥乾   N 粗   O 濃厚     P 穀物  

Q 輸出    R 輸入   S 自家消費  T 国内生産  U 集乳車  

V 36.0～37.3  W 38.0～39.3  X 40.0～41.3  Y 42.0～43.3 

  

２ 文中①  に関して、個別農家が飼料価格の高騰対策としてできることを書きなさ

い。 

３ 文中②  に関して、前搾りを行う目的は何か。    

 

Ⅱ 次の文章を読み、１～２の問いに答えなさい。  

 

栽培する作物の順序や組合せを作付け（ １ ）とよぶ。同じ圃場に１つの作物を

（ ２ ）して栽培するのが連作、作物の種類や順序、組合せを変えて栽培するのが

（ ３ ）、数種類の作物を同時に栽培するのが（ ４ ）や間作である。連作は商品

価値の高い作物を連続して栽培・収穫できる利点があるが、①連作障害が発生して、

しだいに収量や品質の低下をまねくことが多い。これに対し（ ３ ）すると土壌

（ ５ ）の均衡が保たれ、病虫害や（ ６ ）の発生が抑えられ、（ ７ ）な栽培・

収穫が可能になる。ただし、（ ３ ）の効果は作物の組合せによって大きく違う。野

菜畑の例としてはトマト―ハクサイ―スイートコーン―ダイコンのように②養分吸収

力の（ ８ ）いイネ科作物や、（ ９ ）の発達する作物を取り入れると効果が大き

い。また、③田畑を水田状態と畑地状態にして交互に利用する（ 10 ）という方法

もある。 

                                     

１ 文中の（  １  ）～（  10 ）にあてはまる語句を書きなさい。      

受験 

番号 



 

（その２） 

２ 関連する次の問いに答えなさい。                   

 （１）①  について、 

A 連作障害のおもな原因は何か２つ書きなさい。 

B 連作障害が水田ではほとんど見られないのは何故か書きなさい。  

 （２）②  について、このようなイネ科植物は何と呼ばれているか書きなさい。 

 （３）③  について、この方法は輪作の効果に加え、さらにどのような効果が期待で

きるか書きなさい。 

                                   

Ⅲ 次の肥料に関する問いに答えなさい。 

 １ 以下の図はトマト栽培における 10ａ当たりの施肥基準を表したものである。    

成 分  施肥量  元肥に複合肥料 15－15－10（１袋 20 ㎏）を使うとして、これ

を最も少ない成分であるリン酸の成分量に合わせて施す場合、

10ａ当たり何袋の複合肥料が必要か計算し書きなさい。 

           

窒 素  20 ㎏  

リン酸  12 ㎏  

カ リ  17 ㎏  

 

Ⅳ 茨城県の農業に関する１～２の問いに答えなさい。  

１ 次の（１）～（５）は本県の農業の概況を述べたものである。正しいものには〇を

間違っているものには×を回答欄に書きなさい。  

（１） 本県の農業は、わが国の農業の中でも重要な地位を占め、販売農家数は全国第１

位となっている。  

（２） 本県の令和３年の農業産出額は約 4300 億円で、北海道に次ぎ全国第２位である。 

（３） 耕地面積は県土の約３割を占め全国第３位である。  

（４） 総農家数が減少する中で、３ha 以上の大規模農家は増加している。  

（５） 新規就農者数は平成 30 年度までは増加傾向にあったが、その後減少している。  

  

２ 次の作物のうち、令和３年に本県が全国第１位の産出額となっているものはどれか。

３つ選んでその記号を書きなさい。 

  A スイートコーン B かんしょ C ねぎ D らっかせい E メロン 

  F はくさい G にら H れんこん I こんにゃくいも J そらまめ 

 

Ⅴ 次の１～４の問いに答えなさい。 

 １ 日本学校農業クラブ連盟の結成を機に創刊された機関紙とは何か。 

 ２ 林木を伐採した跡地に次世代の林木を育てることを更新というが、その方法の一つ

である萌芽更新（ほうがこうしん）とはどういうものか書きなさい。  

 ３ イネの栽培において、水田に直接たねをまいて栽培する直まき栽培の利点を書きな 

さい。     

 ４ トマトは世界的に非常に広く栽培・利用されている野菜である。わが国のトマト消

費量は毎年伸びてはいるが、それでも世界的に見て低い状況にあるのは何故か考察し

書きなさい。 


